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常磐炭田の‘‘晴礁”について

松井　　寛黄　　小島　光夫＊＊

　　　　　R6sum6
“Ansh6”in　the　J6ban　Co訊1Fiela

by

Hiroshi　Matsui＆Teruo　Kojima

　　In　the　Jδban　coal　field，there、are　many　concealed　masses　compose（l　of　basement

rocks．　丁動ey　are　called　as“Anshδ”乙

　　丁血e　coal　seam　decreases　its。thickness　or　thins　out　toward　the　‘‘Ansh6”．

　　The　sca！es　of　mai盆‘‘拳ns菊s”whicぬare　observed　at　the　galleries　of　coal面ne　and

at　hte　surface　are　as　follows：
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　　　The　height　of　the“Ansh6”is　about　one　hundred　meters　in　maximum　and　the

，elongational　direqtion　of　the‘‘Ansh6”is　generally　at　random．The“An曲6”is　assumed

to　be　a　low　relief　composed　of　basement　rocks　on　tぬe　process　of　deposition　of　the　Iwaki

formation．

　　In　short，it　is　very　necessary　for　the　explditation　of　coa1seams，1n　the　Jδban　coa1丘eld

to　know　the“Ansh6”exact】y．

置．緒　　言

　1．1調査の目的

　常磐炭田の石城・多賀両地区においては，基盤の突出

（いわゆる暗礁）1）のたや炭層がうすくなつたり，全く消

失してしまうことが知られていた。また試錐をふけ先に

うつた場合，予定深度に蓬しても着炭し』ないで，基盤岩

層に到達することがしばしばあつた。それが炭層自体の

thinning　outによるのか，あるいは基盤の突出によるも

のかわからなかつた。暗礁の規模や方向性等を知ること

は経済的に天いに影響するので，暗礁の実体を知るため

奪主要炭砿の坑内調査や試錐の資料調査を行つた。

貴重な資料を提供され，調査期聞中多大の便宜を与え

られた各炭砿の諸賢に深謝の意を表する。

玉．2調査期間
擬召禾027年2月7日力・ら同年3月4目1まで

1．誘　調査した淡砿名および所在地

＊燃鵜部

聯元斯員

北から南に列記すると次のとおりである。

福島県石城郡；　日曹赤井・古河好聞・常磐・植田・

大昭・品川黒田・三松・大日本勿来，

茨城県多賀郡：　神之山。常磐合同・中郷・高萩・櫛

形・川尻

2．　暗礁附i近にみられ・る提1奮の堆積籔犬況

坑内において炭層が基盤の突出部，すなわち暗礁に対

してどのように薄くなつていくか，またはthinning

outするかを第1図a，b，c，d，eに例示するQ

3。基盤附近にみられる石城暦（爽優層）

　　　　　の雌積獣況

　基盤の突出と爽炭層である石城層の堆積状況は，第2

図に示す露頭において観察される。

　第3図の断面図は，石城郡の南部にある某炭砿におい

て，坑道掘進の際に得られた炭層の膨縮状態と基盤に直

．接のつている状況などの資料からづくられたものであ
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常磐炭田の“暗礁”について　（松井　寛・小島光夫）

るQ

　第4図は，渡辺久吉の第2・区赤井図幅の南西端におけ

る平面図であるが，基盤にそつて地層の走向・傾斜がま

がつているQ

　2と3の事実から，炭層および石城層が基盤を覆蔽し

ていることがわかる。徳永重康の地質図や地質調査所の

図幅によると，石城署は古期岩石からなつている低い漢

間に不規則に堆i積し，その境界線は複雑な出入を示して

いる。また古期岩層分布地域内の低所には，しばしば石

城層の小盆地が発達しており，あるいはまた山腹や小丘

の上に，石城層が侵蝕からまぬかれて残留レているのを

見ることができる。そして従来石城層と基盤とが断層関．

係にあるとされている箇所を調査してみると，実ば断層

謎轡㌻孝◇1

　　　　　　　　　　　　　基盤・

　　　　　　　　　　　　　　　　！

』2　　3搬

』1ξ

　　協

てミここ

、雛

撒臼

O
第 2’　　圏

ではなくて覆蔽閣係にあつたり，また石城層の小盆地が

基盤にそつて，走向・傾斜を変じている場合もあつた。

石城層と基盤との間には実際堆積後に断層を生じた場合

もあろうが，なかには両者が覆蔽関係にあうことも少な

くないであろう。

4．暗礁の規模および方向性

　暗礁の規模を立体的に表現するには，まずそれぞれの

炭砿の異つた縮尺の炭層等深線図を，・・一定の縮尺に統一『

しなければならないが，それについては後述する。第5’

図は多賀郡にある某炭砿の例であるが，炭層g傾斜は

，130なのでこれを130ねかしてほ町1〈平にすると，堆積

当時の基盤面に復元できる。いわゆる暗礁は小なるもの

は交字どおり堆積当時水中に暗礁をなし，大なるものは
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地質調査所月報（第5巻第2号）
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花醐岩である地区では不定である。これは概して爾質な

花醐岩の組織からいつても，特殊の方向性は隼じにくい

牟めであろう。’多賀郡北部の角閃片岩類を基盤とする地

区では・同岩類の片理の走向がほ黛南北で，、70’｝goo（東

あるいは西）に傾斜するので，南北方向に長く延びる傾

向があるようでもあるが，同じ多賀郡南部地区の炭砿で

比較的大ぎい暗礁の例

場所i
　　　l

石城郡
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島あるいは半島を形成していたが石城層の海進が進むに

つれ，島あるいは半島も次第に水中に没Lたものと思わ

れる。

　暗礁の大きさをあらわすには，横一傾斜方向の長さ

（第5図におけるAB）一，縦一走向方向の長さ一と高さ

をもつてする。高さについては坑道によつて確認してい

る場合がほとんどないのでよくわからないが，第3図や

露頭から判断すれば，，せいぜい石城層の下部層によつ

て被覆されてしまう程度のもので，高くて100mと思

われる。石城層全層の堆積まで，あるいはそれ以後も、

barrierとして存在した証拠はない。　　　　　　・

　暗礁には小さなものは縮尺300～500分の1の坑内図

によつてのみ示されるものから，：大きいものは3，000～

5，000分の1，あるいは1万分の1の綜合坑内図によつ

ても示されるものがある。

　各坑内図から推定せられる方向性については，基盤が

角閃岩類

は，必ずしもそうとはいえない。

　第3～5図等にみられるように，暗礁によつて炭層の

堆積が水平均にも垂直的にも影響され，その厚さは基盤

の凹凸によつて左右されている。それ故炭層の地下等深

線図の凹凸から・、ある程度の基盤の凹凸を推定すること

が許される場合もありうるであろう。各炭砿の坑内図や

試錐の資料から，縮尺5万分の1で海水準を基準とした

200m間隔の炭層の地下等深線図を，炭田全球にわたつ

て作成した（第6図参照）、この場合炭層等深線図の聞隔

が広いので，多くの暗礁はきえて，数ヵ所に北西一南東

方向の突出部があることに気がつく。これらは，（1）石城

層堆積前の突出部であるか，（2）石城層堆積後の断層蓮

動によるものか，（3）あるいは，（1），（2）によつて生

じた起伏をもあわせて反映している場含が考えられる。

いずれにしろこれら数ヵ所の炭層地下等深線の突部の位

置は，将来試錐を施行する場合の参考になるであろう。

5．結　　論

　常磐炭田の採掘は逐年傾斜方向にのび，ますますふげ

先の試錐が施行される趨勢にある。それ故暗礁の規模・

方向性を｛でき・るだけ明らかに』するごとが望ましいが，試
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常磐炭田の“暗礁”について　（松井　寛・小島光夫）
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第6圖　　常磐炭田地質構造圖（炭，暦地下等深線麺示す）
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地質調査所月報

錐資料によるときは，着炭と同時に掘止めにして基盤ま

で蓬したものは極めて少ないし，坑道掘進の際も炭層が

薄化した場合は採掘を中止するので，基盤そのものの凹

凸状態を直接知ることは至難である己しかし既述したよ

5に炭層の地下等深線の屈曲による凹凸は，ある程度の

基盤の凹凸を反映するものと、思われる。200m聞隔のあ

らい炭層地下等深線によつても，数ヵ所に北西一南東方

向の屈曲部が存在するので，『これらの突出部およびこの

附近の試錐を施行する場合は注意すべきであるb

（第5巻第2号）

（昭和27年2月～3月調査〉
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　おごとわり

　本文の資料は具体的な場所や炭砿名をあげなかつた点

明確を欠くが御諒承願いたい。
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